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1.緒言

近年，食用キノコ類の人工栽培が増大しており，特用林産物の生産額の 2/3以上を占めて

いる。その生産額は，昭和56年度で1，949憧円であり，果実類のみかん，りんご，野菜類のだ

いこん，キャベツなどを上回っている1)。

このような一大産業になった背景としては，食用キノコ類の生産は，短期間に，しかも定

期的な安定した現金収入が得られること，幼齢樹，間伐材などの用材に適さない低質材を利用

本 1984年4月30日受理 Received April 30， 1984. 
北海道大学農学部林産学科林産製造学講座

*ホ Laboratoryof Chemical Technology of Forest Products. Dept. of Forest Products. Faculty 
of Agriculture， Hokkaido University. 

紳* 現在: 三井東圧化学株式会社北海道工業所
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できること，また=ノキタケ，ナメコ， ヒラタケ，タモギタケ，マイタケ等の鋸屑によるピ

ン栽培法，箱栽培法，袋栽培法が確立しその施設園芸的栽培法によって，ある季節に集中す

ることなく，しかも天候等にもあまり左右されることなく供給できること等が挙げられる。ま

た，需要の面からいうと，無農薬の自然、食品として，国民の噌好にも合い，しかも，制jガン成

分，抗腫虜成分札3)を含んでいる等，薬効成分に対する関心が高まっていることから，需要が

大幅に伸びたことが挙げられる。

こうした反面，輸送運搬費，諸材料費，人件費などの高騰が問題となってきている。なか

でも，楠木，鋸屑の原料となる原木の不足が，年々深刻化している。特にシイタケ栽培に用い

られるクスギ，コナラなどの不足が深刻化1.，.，過去数年間増大してきた生シイタケの生産が，

昭和56年で前年比1.9%減めとなった大きな要因であることは否定できない。

このような現実に対して，シイタケ菌の針葉樹間伐材を用いた研究5町)札7η)川，8札s

れているが，まだ，組織系統だった研究は少ない。また，その他の食用菌，たとえば，ナメ

コ，エノキタケ，ヒラタケ，タモギタケ等に関する研究は，より少なく，適性樹種，不適性樹

種に関しては，経験則が大きく左右している。これらの栽培は，鋸屑栽培が主流であり，原木

栽培に比べて，使用できる樹種が著しく増加する。しかしながら，生育阻害物質を含む樹種を

用いると，子実体発生までの期間は伸び，その収量も著しく低下する。例としては，ナラ， ク

リ等のタンニン類を多く含む樹種の鋸屑が一部でも混入すると， ヒラタケ，タモギタケの収量

は，著しく低下するということが挙げられる。また，これらの樹種を 1年以上加水堆積，ま

たは， 2-4カ月間散水堆積することにより，著しく収量の増加を図ることができる10)。これら

のことから，木材抽出成分のキノコにおよぽす影響は，かなり大きなものと思われる。しかし

ながら，食用菌と生育阻害物質に関する研究は少なしスギ11)，カラマツ12)，ヤマモモ13)等に

含まれる成分についての研究が数例あるにすぎない。

そこで，本研究は，ごく最近に量産されるようになり，まだ，ほとんど研究がなされてい

ないタモギタケ菌に着目し，無処理木粉では，子実体発生に時間がかかり，収量も低下するエ

ゾヤマザクラを用いて，その木材抽出成分が，タモギタケ菌におよぼす影響を明らかにするこ

とを目的とした。

なお，本研究を行うにあたり，本学木材化学講座の笹谷宜志助教授，演習林研究部基礎研

究部門の川瀬清教授，苫小牧地方演習林の太田路一助手に御協力頂き，深く感謝する次第で

ある。

2. 実験

2.1 供拭薗と供世木

供試菌; タモギタケ菌 (Pleurotuscornucopiae (PERS.) ROLLAND) 

供試木; エゾヤマザクラ (Prunussargentii REHD.) 1981年(昭和田年10月)， 1983年

， 



。

食用菌の議培培地の樹種特性 (三浦・前浜・香山) 創出自

(昭和58年 10月)に本学苫小牧地方演習林で伐採したものである。

2.2 抽出方法および抽出物の菌糸伸長実験と栽培実験

供試木を丸鋸を用いて木粉とし，温水抽出処理，エタノール抽出処理を行い，各抽出処理

木粉および，エタノール抽出物を得た。各抽出処理木粉を用いて，タモギタケ菌のシャーレ内

での菌糸伸長実験および栽培ピンで、の栽培実験を行った。

Resldue 

Wood me口1of P.Sαrgen/ii Rehd. 

Ext racted w!th EtOH 

l 

Resldue 

Resldue 

Ext. Ether 

i 

EtOH sol. 

Ext. rトHex口ne

I 
Ether so!. 

n・Hexaneso!. 

Fig. 1. Fractionation scheme of Prunus sargentii Rehd. 

エタノール抽出物は，さらに Fig.1に示す方法

で各溶媒抽出を行い n-ヘキサン可溶部，エーテル

可溶部を得た。それらを Table1.に示す組成の液

体培地H)に1∞ppm，10ppmになるように添加し，
滅菌，放冷後，タモギタケ菌を接種し， 230C温度

70%の暗中で11日間培養後，菌体重量を測定した。

Table 1. Composition of liquid 

2.3 物質の単離，同定15)，16)

エタノール抽出物エーテル可溶部は，さらに

5x145cmのシリカゲルカラムを使用し，溶出液に

はベンゼン:酢酸エチルを用いて分離を行った。

得られた粗結晶はベンゼン， n・ヘキサンなどで，数

回，再結晶させ物質A，B， C， D，E，F，Gを得た。

medium 

Constituent 

Thiamine-HCl 

KH2P04 
CaC12.2H20 

MgSO.・7H20

FeSO.・7H20

MnS04・6H20

ZnC12 
CuSO..5H20 

Glucose 

Peptone 

lnitial pH 5.5 

これらの物質の TLC，m. p.， H-NMR， MS， UVを測定して，構造を決定した。

物質 A

Content 

1 mg/l 

lmg/l 

O.5mg/l 

O.5mg/l 

lOmg/l 

7.2mg/l 

4mgjl 

lmg/l 

30g/l 

6g/e 

無色針状晶 TLC (トルエン:ギ酸:ギ酸エチル=5:1: 4): Rf=0.63 ジアゾ化スル

ファニル酸 (DSA):黄色 m.p.183.......1870C 

UV  À:'~:l王 nm(log e): 288 (4.30)， 337 (sh)，ぇEY芋+NaOHnm (log ε): 276 (sh)， 284 (sh)， 328 (4.45)， 

A臨iH+NaoAenm (log e): 283 (sh)， 328 (4.41) え出亨+AICI，nm (log e): 311 (4.32)， 366 (3.94) 
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MS (m/c): 286. 0819 (M+: C1止11405)，285， 179， 153， 134 (base ion)， 121， 119， 91 

NMR (200 MHz， o民古川0):2.75(1H，q，Jelo=3.42Hz， Jge皿=17.09 Hz)， 3.19 (1H， q， Jtrans=12.7 

Hz， Jgem=17.09 Hz)， 3.83 (3H)， 5.5 (1H， q， Jelo = 3.42 Hz， Jtrano=12.95 Hz)， 5.97 (2H， m)， 7.00 

(2H， d， 8.79 Hz)， 7.49 (2H， d， 8.79 Hz， 9.61 (1H)， 12.19 (1H) 

以上の結果より，イソサクラネチンと同定した。

物質 B

無色針状晶 TLC (トルエン:ギ酸:ギ酸エチル=5:1: 4): Rf=0.62 

DSA:黄色 m. p.1410C 

UV À:''a~H nm (logε): 288 (4.31)， 336 (sh)， A:，t'pxH+NaOH nm (log ε): 288 (4.37)， 422 (4.23)， 
A:''aOxH+N8.0Ae nm (log e): 288 (4.22)， 337 (sh)，え聖位王+AICJ，nm (log ε): 321 (4.48)， 368 (4.02) 

MS (m/e): 286. 0842 (M+: C16H140S)， 285， 193， 180， 167 (base ion)， 166， 120 

NMR (200 MHz， òþ~~J，CO): 2.75 (1H， q， JcI8=3.41 Hz， Jgem=17.09 Hz)， 3.21 (1H， q， J岡田=13.18

Hz， Jgem =17.09 Hz)， 3.85 (3H)， 5.48 (1H， q， Jelo=2.93 Hz， Jtrans=13.19 Hz)， 6.04 (2H， d， J = 

2.44 Hz)， 6.05 (2H， d， J =2.44 Hz)， 6.91 (2H， d， J =8.79 Hz)， 7.04 (2H， d， J =8.79 Hz)， 8.55 (1H)， 

12.15 (lH) 

以上の結果より，サクラネチンと同定した。

物質 C

無色針状晶 TLC (トルエン:ギ酸:キ・酸エチル=5:1: 4): Rf=0.66 

DSA:黄色 m. p.196--1970C 

UV A:'tao，.H nm (log司 290(4.25)， 336 (sh)， A五世I+NaOHnm (log e): 3却 (4.48)，A:''ao，.H+NaOAe nm 

(log e): 281 (sh)， 328 (4.29) 

MS (m/e): 256. 0744 (M+: C15H120" base ion)， 255， 179， 153， 152， 124， 104 

NMR(2∞MHz，o民主)凶0):2.81 (1 H， q， J cI8 = 3.41 Hz， J ge皿=17 05 Hz)， 3.18 (1 H， q， J日ans=12.7
Hz， Jgem =17.09 Hz)， 5.58 (1H， q， Jclo=3.41 Hz， Jtrano=12.7 Hz)， 5.97 (1H， d， J =2.44 Hz)， 6.01 

(1 H， d， J = 2.44 Hz)， 7.49 (5 H， m)， 9.62 (1 H)， 12.17 (1 H) 

以上の結果より，ピノセンプリンと同定した。

物質 D

無色針状品 TLC (トルエン:ギ酸:ギ酸エチル=5:1: 4): Rf=0.55 

DSA:黄色 m.p. 2580C 

UVA聖位王nm(log e): 289 (4.17)， 336 (sh)， A:，t'pxH+NaOH nm (log ε): 324 (4.44)，品忠F+NaOAenm 

(log司:288 (sh)， 328 (4.16)， À~弘~+AIClanm (log司:311 (4.39)， 3.66 (3.90) 

MS (m/e): 272. 0685 (M+: ClsH120S)， 271， 179， 166， 153 (base ion)， 152， 124， 120， 107， 91 

NMR (200 MHz， o路1塩川0):2.73 (1H， q， JCIs=2.93Hz， Jgem=17.ωHz)， 3.19 (1H， q， Jtr岨 s=

12.69 Hz， Jgem = 17.33 Hz)， 5.46 (lH， q， Jels=2.93 Hz， Jtrano = 12.69 Hz)， 5.96 (2H， m)， 6.9 (2H， d， 

IT 
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8.79 Hz)， 7.40(2H，d，8.79Hz)， 8.56 (1H)， 9.62 (1H)， 12.19(1H) 

以上の結果より，ナリンゲニンと同定した。

物質 E

無色針状晶 TLC (トルエン:ギ酸:ギ酸エチル=5:1: 4): Rf=0.57 

DSA:黄色 m.p. 208""2110C 

211 

UV.<:.'自~nm (log ε): 292 (4.21)， 335 (sh)， え星忠!l+No.OHnm (log e): 275 (sh)， 282 (sh)， 326 (4.40)， 

AEYFHIGh nm (log ε): 314 (4.41)， 365 (3.91) 

MS (m/e): 302. 0778 (M+: Ct6H1406)， 301，幻3，165， 153 (base ion)， 152， 150， 148， 135， 121， 

107 

NMR(2∞MHz，o民主)oCO):3.82 (3 H)， 4.65 (1 H， d， J = 11.73 Hz)， 5.12 (1 H， d， J = 11.23 Hz)， 5.96 
(1 H， d， J = 1.95 Hz)， 6.∞(1H， d， J =1.96 Hz)， 6.98 (2H， d， J =8.75 Hz)， 7.51 (1H， d， J =8.3 Hz)， 
9.78 (1 H)， 11.69 (1 H) 

以上の結果より，ジヒドロケンフ z リドと同定した。

物質 F

無色針状晶 TLC (トルエン:ギ酸:キ・酸エチル=5:1: 4): Rr=0.46 

DSA:黄色 m. p. 222"，，2270C 

uv .<~~OxH nm (log司:291 (3.88)， 337 (sh)， .<:.'忠戸+NaOHnm (log司 327(3.94)， .<~~~H+NaOAc nm 
(log e): 285 (sh)， 328 (3.86)，え盟主I+AlCl，nm (log e): 312 (3.82)， 374 (3.42) 

MS (m/e): 288. 0598 (M+: ClsH1206)， 259， 165， 153 (base ion)， 136， 134， 107 

NMR (200 MHz， 0品古川0):4.67(1H，d，J=10.75Hz)， 5.09(1H，d，J=10.74Hz)， 5.95 (1H， d， 

2.44 Hz)， 6.00 (1H， d， 1.96 Hz)， 6.9 (2H， d， 8.79 Hz)， 7.43 (2H， d， 8.79 Hz)， 8.53 (1H)， 9.72 (1H)， 

11.71 (1H) 

以上の結果より，アロマデンドリン(カツラニン)と同定した。

物質 G

淡黄色針状晶 TLC (トルエン:ギ酸:ギ酸エチル=5:1 :4): Rr=0.52 

DSA:黄色 m.p.3∞。C以上
uv .<~t~xH nm (log e): 267 (3.87)， 333 (3.伺1)，品位+No.OHnm (logε): 272 (3.81)， 305 (sh)， 384 (3.93)， 
I盟主戸+No.OAcnm (log e): 267 (3.93)， 297 (sh)， 340 (3.92)， 405 (sh)，え盟主主+AlCl，nm (logめ:278 (3.98)， 

300 (3.94)， 339 (3.97)， 385 (3.93) 

MS (m/e): 284. 0伺5(M+: C16H120S， base ion)， 283， 255， 167， 166， 138， 128， 118， NMR (2∞ 
MHz， o~1諮0・d.): 3.87 (3H)， 6.38 (1H， d， 1.95 Hz)， 6.77 (1H， d， 2.44 Hz)， 6.85 (1H)， 6.94 (2H， d， 

8.79 Hz)， 7.96 (2H， d， 8.79 Hz)， 10.39 (1 H)， 12.96 (1 H) 

以上の結果より，ゲンカニンと同定した。
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単離物と標晶の薗系伸長実験2.4 

単離物は， 100 ppm， 10 ppm， 1 ppmになるように液体培地中に添加し，演菌，放冷後，

比タモギタケ菌を接種し， 230C，湿度 70% の暗中で 13~18 日間培養後，菌体重量を測定し，

較検討した。

Prunus属に含まれているフラボノまた，得られた結晶はフラボノイド類であったため，

クリシン，配糖体のルチン，へ

フラボンを用い，開環し

タキシホリン，

スベリジンを標品として用いた。また置換基の影響をなくすために，

ケェルセチン，ヘスベレチン，イド類のうち，

". 
これら標晶は，単離物たときの影響を調べるために，ヘスペリジンメチルカルコンを用いた。

と同様の手法で，菌糸伸長実験を行った。

結果と考自民3. 

抽出物の薗糸伸長と栽矯実験3.1 

シャーレでの各処理木粉培地の菌糸伸長実験結果およびビン栽培実験結果を， Fig.2およ

エタノール抽出処理を行うことにより，菌糸の伸長は著しく

平均して 20g近い増収が認められ，収穫

び Table2， 3， Photo 1に示す。

一次発生時における収穫量は，また，増大される。

までの日数も 2日程早くなった。子実体の形，色などは，無処理木粉培地のものと，各処理木

エゾヤマザクこれらの結果より，明確な差異は認められなかった。粉培地のものとの聞には，

タモギタケ薗に対する阻害物質が含まれているものと恩われる。

エタノール抽出物中

ラのエタノール抽出物中に，

100ppmでは，

Table 2. Growth of the mycelium on the 
wood meal after inoculation for 
10 days (cm) 

液体培地での菌糸伸長実験結果を， Table 4に示す。

( 9 ) 

110 

tα1 ) 

EtOH Hot-water Control 

6.3 

Table 3. Weight of the fruiting body 
(gjbottle) 

EtOH 

100 • • 6 
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A 

A • • 
Hot-water Control 
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52.32 39.25 

49.80 

34.77 

47.38 

First 

Second 51.39 

Tota1 103.71 89.05 82.12 • ;Control 
.A ;Hot-woter 
• ;EtOH 

Growth of the mycelium on the 
wood meal and yield of the frui-
ting body. 

Fig. 2. 
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Table 4. Oven dry weight of mycelium on the synthetic medium 
(Growth index) 

l00ppm 10ppm lppm 

EtOH so1. 

n-Hexane 29 59 

Ether 4 79 

Residue 49 85 

Hot-water so1. 99 96 97 
唱

Ether 73 89 88 

のエーテル可溶部が著しく阻害効果を示し，ほとんど菌糸の伸長が認められなかった。また，

このエーテル可溶部の抽出量は多く，対木材で2.24%であった。 n・ヘキサン可溶部は， 100ppm

で強い阻害効果を示した。しかし，その抽出量は，対木材で0.07%と少なかった。

3.2 単離物と標晶の菌糸伸長実験

生育試験に用いた単離物および標品は， Fig.3にその構造を示した。

生育試験結果を Table5に示す。数値は Growthindexで示してあるので数値が小さい

程，菌糸伸長に阻害効果が大きいことを示す。

フラパノン類は， l00ppmで阻害効果が非常に強いものが多かった。ピノセンプリン，イ

ソサクラネチン，サクラネチンの結果を Photo2， 3， 4に示す。菌糸の伸長がほとんど認めら

れない程，強い阻害効果を示した。 10ppmでは， ナリンゲニン，へスベレチンのように阻害

効果がほとんど認められなくなるものもあった。 lppmでは弱いながらも促進効果を示すもの
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Fig. 3. Structure of compounds. 



214 北海道大学農学部演習林研究報告第42巻第1号

Table 5. The effects of flavonoids on growth of P. cornucopiae 

Compounds 
Growth index 

1∞ppm 10ppm 1ppm 

Naringenin 37 99 110 

Sakuranetin 24 43 104 

Isosakuranetin 10 61 102 

Pinocembrin 4 52 101 

Hesperetin 46 95 98 

Dihydro-kaempferid 41 83 101 

Aromadendrin 86 91 84 

Taxifolin 103 97 94 

Flavone 4 43 94 

Chrysin 80 76 82 

Genkwanin 97 98 94 

Quercetin 99 107 1∞ 
Naringin 101 104 107 

Rutin 87 94 86 

Hesperidin 89 関 91 

Hesperidin-methylchalcone 制 93 97 

Growth index = 0ven dry weight of mycelium in media containing compound~ x1∞ 
Oven dry weight of mycelium in blank medium 

もあった。

3位に OH基をもっフラパノノール類は，フラパノン類に比して，弱い阻害効果を示した。

なかでも，タキシホリンは特徴的であり， 100ppmで弱い促進効果を示し， lppmで弱い阻害

効果を示した。この結果は，供試菌に Poriavaμrariaや Polystictussanguineusを用いた

報告12)や Coniophoraolivaceaeや Lentinuslej.耳・deusなどを用いた報告17)刈とは異なる結果

となった。これは菌の種類によって分泌される酵素が異なるため，培地に添加された物質を分

解できる菌とできない菌があることによるものと思われる。この試験結果は菌糸伸長にタキシ

ホリンを多量に含むカラマツの木粉で菌糸の伸長はょいという結果19)と一致する。また， 3位

にOH基がつくことによって，阻害効果が弱められる理由としては， 5位の OH基と 4位のカ

ルボニル基との聞の水素結合が， 3位に OH基がつくことによって弱められることが影響する

のかもしれない。

ブラボン類は，標品のフラポンが非常に強い菌糸伸長阻害効果を示した。結果を Photo5 

に示す。他のものは，弱い阻害効果，またはケェルセチンのように 10ppmで弱い促進効果を

示すものもあった。これはフラボン類が，一般に水に溶解しにくし l00ppmの培地中で，滅

菌放冷後，かなり結晶が析出してくるため，実際には，添加したフラボン類は非常に低い濃度

でしか存在しないためであると思われる。ところで，置換基をもたないフラボンが強い阻害効

果を示すことから，フラポン骨格自体がタモギタケ菌に対する抗菌性をもつものと思われる。

' 
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配糖体類は，ナリンギンが各濃度で弱い促進効果を示した以外は，すべて弱い阻害効果を

示した。全体的にアグリコンの持つ抗菌活性を弱めている。これは，置換基についている糖の

巨大分子が，フラボノイド骨格の抗菌性を抑制する働きをするためであると思われる。また，

糖が抽出成分を分解するラッカーゼやパーオキシターゼなどの酵素の分泌を促進する20)のか

もしれない。

4.結言

本研究では，タモギタケ菌に対するエゾヤマザクラ抽出成分の影響を検討した。

エゾヤマザクラのエタノール抽出成分は，タモギタケ菌に対して，菌糸伸長に阻害効果を

もち， しかも，子実体発生にも悪影響を与えた。このエタノール抽出成分のうち，エーテル可

溶部が，特に強い菌糸伸長阻害効果を示した。

エーテル可溶部に含まれる物質は，主にフラボノイド類であり，フラバノン類のザグラネ

チン，イソサクラネチン，ナリンゲニン， ピノセンプリン，フラパノノール類のジヒドロケン

フェリド，アロマデンドリン(カツラニン)，フラボン類のゲンカニンが単離された。その他，

標品で用いたタキシホリン， ケェルセンはGLC，TLCで存在することが確認された。また，

サクラ材には，フラボノイド類が多く存在することが知られており，この他に，エリオジクチ

オール，プルネチン，ジヒド戸へルパセチンジメチルエーテル，クリシン，テクトクリシン，

ケンフ zロール，ケンフェリド，ゲニスティンなどが存在することが報告21)されている。

単離同定したフラボノイド類および

標品を添加した液体培地での菌糸伸長実

験の結果，特に強い阻害効果を示したの

は， Fig.4に示した構造をもっピノセン

プリン，イソサクラネチン，サグラネチ

ン，フラボンであった。またこれらの結

果から化合物の置換基の数，配置された

位置，置換基の種類などで，阻害効果の

強さに違いが認められる。それらの聞の

相関関係については，添加物の数の不足

のため，また添加物が液体培地で、析出し

HO本)。 H33FH 
Pi nocembr i n Isos口kur口netin

~ 
HO
南沙CH3

Flavone S口kuronetln

Fig. 4. Structure of antifungal compounds. 

てくるために濃度を一定にできないなど，数多くの問題点のために断定できない。また，それ

ぞれ活性の様式が異なり，菌糸の細胞中に異なった Bioreceptor部位が存在するため，立体構

造や置換基の配置だけで活性の強さを推し量ることはできないであろう均。

フラボノイド類の菌類に対する抑制効果の理由としては， 1) 4位のカルポニル基と 5位の

OH基とが組織内に重金属を保有する酵素の金属原子を捕捉した構造(キレート)を作るため
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酵素作用が不活性になるため吹 2)酵素内に存在する SH基の活性を阻害するため24)凋， 3)膜

機能に必要ないくつかのプロセスを阻害するため鎚)などが挙げられるが，今回の実験では，フ

ラボノイド類の阻害効果の理由は解明できなかった。しかし，置換基をもたないフラボンが強

い阻害効果を示したことから， 1)の理由だけでフラボノイド類の抗菌活性を議論するのは不適

当であろう。

今後は，酵素活性という面からのアプローチ，また分解生成物からの探究などが望まれ

る。それにより生体内に近い Bioassayの手法の開発，また，木材組織との関連など，その他

さまざまな検討の余地がある。
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Summary 

Sawdust obtained from a wood of Ezoyamazakura (Prunus sargentii REHD.) was extracted 

with ethanol and hot water respectively. 

The both extracted sawdusts were inoculated with Tamogitake (Pleurotus cornucopiae 

(PERS) ROLLAND). After cultivation， the mycelial growth and the yield of fruit bodies were 
measured. .Mycelial growth and yield of fruit bodies were increased by ethanol extraction. 

To clarify the chemical nature of growth inhibitors in the ethanol extract， the crude 
extract was fractionated by n-hexane and ethylether successively. The ethylether soluble 

fraction showed the strongest inhibition on the growth of mycelium. 

Seven flavonoid compounds were isolated from the ether fraction by means of silica gel 

column chromatography. These compounds were identified by UV， H-NMR and Mass spectra 

to be sakuranetin， isosakuranetin， dihydrokaempherid， pinocembrin， naringenin， aromadendrin 

and genkwanin respectively. 

Antifungal activity of sixteen compounds， which consist of seven isolated samples and nine 
authentic samples， were examined. 
Most of the authentic samples are usually found in the wood of cherry tree. These 

compounds are five flavanones (1， 2， 3， 4， 5)， three flavanonols (6， 7， 8)， three flavones (9， 10， 11)， 

one flavonol (12)， three glucosides (13， 14， 15) and one chalcone (16) (Fig. 3). The results of 

the experiments are shown in Table 5. It is found that pinocembrin， sakuranetin， isosakuranetin 
and flavone show strong activity on the growth reduction of Tamogitake (P. cornucopiae). 
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Control Ethylalcohol Hot water 
extract extract 

Photo 1. Fruit bodies of Tamogitake (PlcurOlllS corllllωtia (PERS) 

ROLLANO) produced on the various cultivatied medium 

Control 100 ppm 10 ppm 1 ppm 

Pinocembrin 

Photo 2. The effects of Pinocembrin on the growth of P. co門 lucotwe.
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ゆ

Conlrol 100 ppm 10 ppm 1 ppm 

lsosakuranetin 

Photo 3. T'he effects of Isosakuranetin Qn the gro¥，{th of P. cornUCQρwe. 

.， 

Control 100 ppm 10 ppm 1 ppm 

Sakuranetin 

Photo 4. The effects of Sakuranetin on the growth of P. cornucopiae. 
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. 

Control 1 ppm 10 ppm 100 ppm 

Flavone 

Photo 5. The effects of Flavone on the growth of P. COrllucopiae. 


